
2022年ガイドツアー『光と影の競演』 

 

2022年ガイドツアーのテーマは『光と影の競演』。第 65回 CWAJ現代版画展の展示

作品から陰影の際立つ 8 作品と色彩の際立つ 11作品を選び、2本の解説付きビデオ

『Light and Shadow』と『Light and Color』 を制作しましたが、さらに深く作品を理

解していただくために、それぞれの作家の作品に寄せる思いをまとめた解説集『インスピレー

ションを作品に』を編集しました。この小冊子を通じて、日本の現代版画の奥深さを知って

いただけたら幸いです。                                                                                   

                                                                                          著作：大久保美智子 

                        Copyright © CWAJ 2022 
 

 
 
 

“Light and Shadow” 

 

 
 
 
 
 
 
注：（new）は本展の初出品の作家を示す。 

 



No. 089 松谷 博子『devote』木版 90x90cm 

 

 
 オーロラ、風に揺らぐ旗、それとも後ろ足で立ち上がっている狼？ 見る人の想像力をか

き立てるこの不思議な物体は、眺めているうちにも次々と姿を変えていく。画面右下の三

角形の白い裂け目はいったい何だろう？ この名もしれぬ物体は、もしかしたら暗闇をすり

抜けて出てこようとしている光そのものかもしれない。 

 この作家は具体的なイメージのない状態で彫り始めるという。ひと彫りひと彫り繰り返して

いると自然に形や流れが少しずつ現れてくる。その様子は、あたかも木版に閉じ込められて

いた物体が、作者が解き放ちに来てくれるのを待っていたかのような感がある。使われた版

木は1枚だが、一度彫った箇所に別の角度から、あるいは、違った深さや大きさで彫りを入

れているので、重層感のある作品に仕上がっている。 

 

 

 
No. 028 畠中 彩 (New)『08.22 Xanadu』 
メゾチント/雁皮 60x60cm 

 
 カーテンの隙間から差し込む光の中に佇む犬。まず目にとまるのは、周囲に比べて不釣り

合いなほど犬が小さいこと。さらに気になるのが、磨かれた床に映ったその影。何か変だ。奥

の大きな壁や床に映し出された陰影はどこまでもリアルに描かれているのに、どこか少しだけ”

ズレ“のある小さな犬が存在することで、『08.22 Xanadu』には上質なサイエンスフィクショ

ンの一場面を思わせるミステリアスな雰囲気が漂っている。 

 作家はこれまで一貫して「充実した孤独感」というテーマで、主に犬のいる日常の光景を

描いた作品を制作してきた。この作品に登場する犬は作家が所有する 1940 年代にヨー

ロッパで作られた犬の玩具だ。光沢のある雁皮紙に刷り取られたメゾチントの作品からは、

何にも依存せず一人で生きてきた犬がたどってきた長い旅の記憶が垣間見えるようだ。 



No. 033 平野 瞳 (New)『The Trace 
of a Prayer/祈りの痕跡』 
エッチング/アクアチント 54x79cm 
 
 
 

 

 移ろう儚い光を見事にとらえた作品。戸棚に差し込む光は、急須の白磁の肌をほんのり

照らし、ガラス戸の面取りや逆さにつり下がったグラスに反射している。ただ、ひっそりと薄暗

いどこか秘密めいた空間の大部分は闇に沈んだままだ。明るい白からくすんだ白、そして明

るい灰色まで、微妙に異なる白黒の濃淡で表現された光には、流れるような優雅さがある。 

 様々な材質の表面に当たって複雑に屈折、反射をする光は、戸棚の中の時間の流れを

狂わせ、そこに物思いに耽らせるような空間を作り出し、叶えられなかった祈りの記憶を蘇

らせる。 

 
 
 
 
No. 135 佐治 良太郎 『窓の中の猫たち』  
エッチング/アクアチント/ドライポイント 37×38cm 
 

 
 この作家は作品ごとに一番ぴったりの技法を選ぶ。 『窓の中の猫たち』の重要なモチーフ

である蔦の葉が重なりあい壁一面を覆っている様子を表現するのに一番適している技法と

して選んだのは、ディープエッチング技法。まず蔦の葉の形に切ったフィルムを貼り付けた銅

版を塩化第二鉄液に 6～8 時間つける。この長時間の腐食工程を、更に蔦の葉のフィル

ムを貼り足した後、蔦の枝を描いた後、窓枠形状のフィルムを貼った後と、その度に繰り返

し、ディープエッチングの作業は終了。葉脈や、壁際の葉はその後、手作業で丁寧に仕上

げる。 

 窓の向こう側の妙に奥行きのない猫のオブジェの飾られた空間は、部屋というには平面

的に見える。その静止画のような空間に猫が様子を見にやってきて、止まっていた時間が

再び動き出す。 

 

 



No. 121 小笠原 貴勢子『untitled』 
メゾチント 52x72cm 
 
 
 
 
 

 

 石をモチーフに選んだ理由について、この作家は「メゾチントで紙に刷った時の存在感の

際立つ感じが自分の感覚にぴったり合っているからだ」と語る。６個の石と影のない不思議

な物体がニュアンスのあるベルベットのような質感の黒を背景に浮遊している印象的なメゾ

チント作品『untitled』。光が浮遊物体に反射する様子が見事に表現され、ひんやりとし

てなめらかな触感が伝わるほどの迫り来る現実感がある。 

 この作品では、時代が変わっても基本のところで人の思いは変わらないということを、石の

不変性によって象徴している。そして、その中に雲のように形を変えたり消えたりする不定形

の物体をあえて置き、その二つを対比させることで、時間の流れや、観点をかえると物事の

見え方が変わることを表現している。  

 
 
 
 
No. 156 多胡 宏『Escape the time/
時を逃れて』メゾチント 26×37cm 
 

 
 この作品は、「我々はどこからきたのか、我々は何者か、我々はどこに行くのか？」という問

いを投げかけている。 

 カメと砂時計というモチーフは、作者がミヒャエル・エンデ作のファンタジー小説『モモ』から着

想を得たものだ。時間は宇宙が始まったことで流れ始めたという考えから砂時計の中に宇

宙を表現している。全体の柔らかいトーンは、細部まで緻密に表現されたこの魅力的な作

品の醸し出す夢想的な世界観によく合っている。 

 カメは時間の拘束から逃れようと別の空間に移動するが、結局それはかなわず元の空間

に戻ってきてしまう。でも、それで悩むことはない。時間から逃れられないのではなく、時間に

支配されていると悩むこと自体に疑問を持ち始めるのだから。 



No. 042 五十嵐 久美子 『夏の庭』 
リトグラフ 77x57cm 
 
 

 
 きらめく光の糸が踊る植物の上に降り注ぎ、砕け散ってまばゆい白光となる。無数の光の

糸は、光のシャワーだろうか？ それとも、こぬか雨？ もしかして、雪？ 夏の庭に雪はな

かなか降らないが、この作家は、見る人が自由に想像を膨らませて欲しいと考えている。 

 黒の濃淡で色彩の豊かさや深みを表現することを試みたこの美しいリトグラフでは、ふわ

ふわの羽毛、シャープなきらめき、靄のような光まで、様々な質感の輝く白が色彩の代わり

を見事に担っている。歓喜あふれる庭を銅板にリトペンシルやリトクレヨンで時間をかけ丁寧

に描いていく工程は、失敗が許されない難しい作業である。 

 
 
 
 
 
No. 159 武田 史子 『刻(とき)の本』  
アクアチント/エッチング/ソフトグラウンド・エッチング 
48×39cm 
 
 

 
 すり減った角や使い古した質感の革表紙から、この古びた時祷書(聖務日課祈祷書)は

数え切れない夜の到来や、季節の巡りを見てきたことがわかる。本が置かれている床の白

黒の格子模様は表紙に描かれた階段の下に広がる床の格子模様の延長のようだ。数枚

の葉が本からこぼれ出ているし、本の内と外がつながっているようにも見える。鍵が置かれて

いるのは別の世界を示唆しているのだろうか？ エゴノキの白い花のような可愛い花を頭に

かぶった西洋コマドリが、本から飛び出している野バラの実に惹かれてやって来た。手彩色

の赤い実は、この魅力あふれるエッチング作品の黒のグラデーションを一層際立たせている。 

 

 
 



“Light and Color” 
 

 
 
 
 

 
 
No. 012崔 恩知 『Xanadu』 
メゾチント 42x58cm 
 

 
 透明のフィルムをイメージし、それを重ねていくうちに次第に現れてくる形は様々で、山の

つらなりだったり、流れ星だったり。だが実際に実在する風景の再現ではなく、現実を超えた

神秘的な空間を表現していると作家は語る。その空間は優しい風が吹き、気持ちを鎮め

てくれ、そして、そこはブルーに染まっている。 

 メゾチントの制作では、まず銅板に規則的に無数の傷をつけ（目立て）次にこれらの

「まくれ」を削り取っていくことでデザインを作っていく。その際の削り方次第で、濃い青から明

るい青までの微妙なグラデーションが生まれる。ベルベットのような質感のあるブルーの色調

は内側から光りに照らされているようだ。 

 淡い光を放つ『Xanadu』は、まさに作家の目指すユートピア、希望を感じさせるクリスタ

ルのような透明感にあふれたブルーの空間を具現している。 

 
 



No. 096 三宅 葵 (New)『gaze/見つめる』 
シルクスクリーン 79x100cm  
 

 

 白い光にあふれたシルクスクリーン作品『見つめる』では、光は影を投影するのではなく、

色となってあちこちに溜まっている。この想像力あふれる色と光のグラデーションで、作家は

電子レンジの音と光に誘われてやってきた飼い猫のミントとの日常のひとこまを再現している。 

 作者は場面をバラバラにしそれぞれのパーツを単純化した後、それらを再構成し慎重に

選んだ色をそれぞれのパーツに割り当てる。白い猫の背中に重ねられた薄い青から電子レ

ンジの赤紫色の濃淡まで使用された色は全部で 87 色。よりインパクトの強い色はサブの

要素の、ビニール袋、タオル、電気のスイッチ等に使われ、見る人の視線をそちらに惹きつけ

ることで、全体のメインとサブの要素の主従関係を崩している。この作品を仕上げるのに 72

枚のスクリーンが使われている。 

 

 

 
No. 007 浅野 綾花 (New)『You are still in 
the night/まだあの夜に君は居る』 
エッチング 103x73cm  

 
 この繊細なエッチング作品は一瞬何が表現されているのかわからず当惑するが、じっと眺

めていると宝石の中に閉じ込められた光と色の醸し出す不思議な世界、そして長方形の

枠の中に微かに浮かび上がる女性の顔に気がつく。伏せた目は物思いに耽っているようだ

が、意気消沈している様子はない。黒く見えるものは、彼女の髪だろうか、それとも内面の

葛藤を象徴しているのか？ 

 タイトルの「夜」は、未だに彼女の心に強く残る出来事の起こった過去のある時点をさし、

「君」は、見る人のおかれた状況や精神状態によって、宝石の中に映し出された人物とも、

作品を眺めている鑑賞者自身とも感じられるのでは、と作家は語る。メッセンジャーでもあり、

また魔除けのお守りでもある宝石は過去の記憶を閉じ込めているとともに、現在と未来に

つながる光も秘めている。 



No. 054伊藤 幸生『CASCADE』 
メゾチント 64x48cm 
 
 

 
 この世に存在すること自体が奇跡であることに気づいた時、我々は、「自分は何者か？」

と自問する。しかし、こうした自己の存在を意識した瞬間は、宇宙が誕生した瞬間から途

切れなく続く時間の流れの中で、すぐに過去の一部となる。こうして、宇宙の中における自

己存在の意識は滝のように時間の流れの中を流れ続ける。そのイメージを作家は、

『CASCADE』で、互いに連結する光の線ときらめきを透明な輪に重ね合わせて表現して

いる。 

 この眩いばかりに美しいメゾチントの作品は、銅板１版を 90 度ずつ回転しながら、色イ

ンクのみを用いて刷りあげられている。インクがつかないようにした部分は白い光を生みだし、

１色あるいは何色かが重なりあったところは色鮮やかにきらめく光となる。そして、何層にも

インクが重なり合った場所は、まるで宇宙がすべての色を吸い込んでしまったかのように、深

い闇となる。 

 

No. 137佐野 隆美 (New)『Chaos/混迷』 
木版 87×66cm 
 

 
 晩秋の上野不忍池。枯れた蓮の茎や葉はもつれ合い水面に迷路のように入り組んだ影

を投影している。作家はその様子を眺めながら、池一面に緑の葉をひろげ美しい花を咲か

せていたに違いない夏の蓮を思う。 

 『混迷』の着想が浮かんだのは、一羽の鴨が池を泳いでいくのを見た時。水面は波立ち、

池に映る朽ちた蓮の影はもつれあい、まるで先の読めない混迷の世界と化していく。侘しい

風情の池が突然活気づく様子に、芸術家の直感が刺激され、この朽ちた蓮の秘める“美

“を表現しようと思い立った。 

 この印象的な木版画は思いもよらないところに美を見いだしていて、意表をつかれる。作

家は、混沌とした、一見醜いものに隠されたエネルギーや美しさを引き出している。「中心

部の白い光の反射など、澄んだ秋を表現するために浮世絵の表現方法に学ぶことがたくさ

んある」と、作家は語る。 



No. 027長谷川 友紀『floating time-purplish 
blue』リトグラフ 54x53cm  
 

 

 「我々は自分の視界の中のものしか見ることが出来ないが、視界の外には大きな世界が

広がっているということを常に意識しながら制作している」と、『floating time-purplish 

blue』の作家は言う。この作品は無限の一部を切り取ったスナップショットのようだ。「整列

して浮かんでいる丸い形の物体は、制作のはじめは同一に見えるが、これら半透明の球体

は色を重ねるごとにそれぞれが違った印象に変化していく。それはこの世界には何一つ同じ

ものは存在しないということを表現している」と、作家は言葉を続ける。タイトルにある

「purplish blue」（紫がかった青）は最後に重ねた版の色だ。 

 コロナ禍のステイホーム期間中に、瞳には物体や事象の細部が鮮明に映ることを意識し、

そこに発想を得て制作された作品。「人の目に映るのは世界のほんの一部、そして誰一人

として自分と同じものを見ている人はいない。自分の作品が誰かの見た世界、記憶してい

る世界とつながれば、こんなに嬉しいことはない」と、作家は言う。 

 

 
No. 203 吉松 順一郎 『Matsukaze '22/松風 
‘22 』シルクスクリーン/コラグラフ/染和紙/箔 
65×48cm 
 
 
 

 

 
 優美な書を背景に銀色の月が波間に浮かぶ、空と海の深みのある青を基調とした作品

は暗示的で説明のない分だけ想像をかきたてる。『松風 ‘22』を観てくれる人の数ほどの

様々な解釈があることが理想だ、と作家は言う。 

 15 世紀に書かれた能楽作品『松風』に着想を得た本作品は、静謐な美しさの中に激

しい情念の昇華の物語を秘めている。須磨に流された藤原行平の寵愛を受けた海女の

姉妹は、亡くなった行平への想いを亡霊となっても断ち切れず、旅の僧侶に供養を頼み消

える。作品に描かれた砕ける月は空から降り注ぐ月の光が汐汲みおけに映っている様子で

もあり、また姉妹の切ない想いを象徴しているとも言える。 

 



No. 048 今村 由男 『月を愛でる』  
フォトエッチング/木版 41x54cm 

 

 作家はこの作品で一瞬の時を捉えている。それぞれの生き物は限られた時間の中で命を

まっとうしているが、生命体という集合的な見方をすると命は宇宙の始まりから途切れること

なく連綿と続いている。 

 半月と満月の中間のような月が、シャープな線で輪郭を描き繊細な水性インクで色づけ

された鉄線の花の上に昇る。その左側には、ペガサスが仰向けになっている。星座から落ち

てきたのかもしれない。右側にはアオイガイの繊細な貝殻。化石を思わせるその形が太古

からの時の流れを示唆している。画面下の微妙な青の色は海だろうか？ それとも、空？ 

 8 枚の木版と 1 枚の銅版が使われている。ニードル（鉄筆）で描画された銅板には墨

色の油性インクが、木版には水性インクが使用されている。水性インクは和紙に染み込み、

逆にエッチングの油性インクは乾くとほんの少し盛り上がる。その特徴が作品に独特な風合

いを与えている。 

 

 
No. 021 後藤 英彦 『The moon of others/
他人の月』 木版 39x31cm  
 

 
 この作家は、「他人のことを己の事として思え」という意味の禅の教え「自他一如」という

言葉を引用して、「不安で混沌とした時代にこそ他人のことを思う必要があるのではないか」

と語り、「他人の月は己に果たしてどのように映っているのだろうか」と問いかける。 

 静けさを湛えた優雅な木版画作品。際立つ藍色は、作家の心に響く｢繊細で奥深い色

の言語｣だ。真ん中の小さな四角の向こうには、解放と希望への願いを込めた空間が広が

っている。 

 木版画制作に不可欠な馬連製造の第一人者でもある作家はこう語る。馬連はインクを

のせた版木から木目のぬくもりと湿りを写し鏡のように和紙に摺り取るための大切な道具だ、

と。 



No. 166田中 正秋 『Handcarrying 
fireworks ceremony/手筒花火』  
シルクスクリーン 58×77cm 
 

 

 活気に満ちた『手筒花火』からは、勇壮な花火の祭りの歓喜と興奮あふれる高揚感が

伝わってくる。赤いつなぎを着たり、ハッピをまとったりと思い思いのいでたちで火薬を詰めた

竹筒を脇に抱えた｢揚げ手｣から、お囃子方、見物人まで皆花火を心から楽しんでいる。 

 お囃子方の背中が影になっていることから、縄を巻き付けた竹筒から噴出する火花に照

らされた夜の場面を描いた作品だということがわかる。白く照らされた頭や腕、嬉々としてい

ろんな方向に飛び跳ねている火の粉など、絵画のような細部の描き方が印象的。 

 紙の型紙をメッシュのスクリーンに貼りインクをブロックして制作する。通常一作仕上げるの

に、7～8枚のスクリーンを使う。 

 
 
 
 
 
No. 095 三浦 やほ子『Spiral leaves – 2』 
メゾチント 37x46cm  
 

 
 この作家は、自身の作品の中で、現在の地球の温暖化による異常気象などを投影して

仮想の惑星の繁栄から終焉までをたびたび描いてきた。世界を一変させた新型コロナウイ

ルス感染症の終息の兆しが未だは見えない中、この閉塞感を突き破る力強い生命力を

信じたい、と語る。DNA の二重螺旋からインスピレーションを得たこの光あふれるメゾチント

の作品では、渦巻く蔦のような蔓植物が絶えることのない生命を象徴している。 

 生命の源を象徴するような眩い光源から画面いっぱいに差す光。葉は表から裏から照ら

され半透明に見える。 

 銅板 2 版を使用。まず色版で雁皮紙に色を刷り、同じ位置にスミ版を置いて黒インクで

刷って完成させる。 

 
 


